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2024.11.19 りそなアジア・オセアニア財団第 12回環境シンポジウム （於：ウェスティンホテル大阪） 

パネルディスカッション講演録 

「ウェルビーイングを考える 

～みんなで踊りを：自然から“いのち”へ～」 
 

＜パネリスト＞ 金沢 21世紀美術館 館長   長谷川 祐子 

奈良県生駒市  市長   小紫 雅史 

大牟田市動物園  企画広報・教育担当 冨澤 奏子 

＜コーディネーター＞総合地球環境学研究所 名誉教授  阿部 健一 

 

阿部 それではパネルディスカッションを始めたいと思います。

皆さんどうでしたか。三つの発表各々テーマは異なりますが、

どれもわくわくする話ばかりでもっと長く聞きたいと思いました。

コーディネーターとして、さてこの三つの話をどうするかという

ことですが、もう諦めています。楽しかった、このことが一番環

境問題で実は大事なことかなと思います。 

 2015 年、気候変動枠組条約が全世界にアンケートを実施し

ました。その中で、温暖化対策をすると生活の質は上がると思

いますか下がると思いますかという質問があり、下がるというの

は日本だけでした。約 3 分の 2 の人が生活の質は下がると答

えたのです。他の国の人たちは数値が全く逆で、生活の質が

上がると考えているのです。確かフランスは 8 割くらいの人が

上がると回答していたと思います。やはり、日本人は生真面目

なのかもしれません。問題解決をしなければ、いままで享受し

ていた楽しさや豊かさが損なわれてしまう、何か我慢しなけれ

ばいけないと思っているのです。しかしそう考えること自体実

は間違いであり、というのも今日の御三方の話をお聞きすれば

分かると思います。わくわくするようなことが、実は環境問題の

解決の中にはあるということを、実感として受け止めることがで

きました。 

 そのような中で小紫さん、今日はほとんどアートと関係ない

話をされました。アトリエのようなものはあるようですが、アート、

芸術などはどうなのでしょうか。 

 

小紫 私自身はアートに詳しくないのですが、アートが好きで

すし、生駒には芸術が好きな方、退職されてアートを始める方

は非常に多いです。いま町では子ども会がなくなったり祭りが

なくなったりしているのですが、文化祭だけは増えています。1

カ月間ずっと文化祭をしていたり、1 日のものが 3 日間開催に

なったりしています。アートをやりたい人は増えており、生駒市

の文化祭へ出品するまでは気が引けるような人が、自治会館

のアトリエのようなところへ自分の作品を飾ったりするようなこと

をしています。例えば写真を勉強して撮ったりすると、誰かに

見てもらいたいという思いが出てきます。そういったことから文

化祭はいますごく増えており、生駒市でも実務的な意味でア

ートを活用しています。また、生駒市は音楽のまちでレベルも

高いので、それをまちづくりに生かしているということもあります。 

有名な本で皆さんご存じかもしれませんが、世界のリーダー

はなぜ美意識を鍛えるのかという本があったと思います。アメリ

カ人は数学が苦手なのに統計をとても大切にすることを留学

時に知りましたが、逆に我が国では科学に基づく行政やデー

タに基づく行政ができていないとよくご批判をいただきます。し

かし科学やエビデンスだけでも、我々の仕事はできません。社

会の変動によりはっきりした答えがない問題や、難しくて誰も

決められない課題が増え、市長に上がってきます。そういう時

に何に基づいて決めるかは、自分の価値観しかありません。

それができるのは市長だけです。市長は選挙によって選んで

いただきましたので、最後は私自身の価値観、いままでの人

生、アートだけではありませんがそういう価値観や審美眼、楽

しさなどを含めて、私自身のものさしで最後は判断します。そ

れで結果が伴わなければ、信頼を失い、次の選挙で落ちると

いうことです。正しいことが何かなんてよく分かりませんが、なる

べく正しい判断をするために、少し言い過ぎかもしれませんが、

私たちはアートを学んでいます。つまり、データだけではなくア

ート的なもの、町に出て市民と話をする中で、いろいろな方の

考え方などをしっかり学ぶことをやらなくてはいけません。我々
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の「まちのえき」の一つの柱としてアートが考えられるし、私た

ち為政者の一つの判断、価値観を養う、そういう経験としてア

ートを学ぶ、そのような二つの面でアートはすごく重要であると

今日の話を聞いていました。ありがとうございます。 

 

阿部 ありがとうございます。長谷川さん、この本はご存じでし

たか。世界のリーダーはなぜアートを学ぶのか。 

 

長谷川 本は知っていますが、読んでいないです。 

 

阿部 リーダーはアートを学ばなければいけないと、さきほど

おっしゃっていました。 

 

長谷川 基本的に欧米においては、特に欧米で勉強したアジ

アの指導者もそうですが、文化について自分自身の国が現在

の文化を持っているかどうか、それをしっかり生成しているかど

うかが、つまり民度の競争になってくるのです。したがっていく

らお金がありインフラが発達していても、文化のないところは一

緒に議論する対等の相手としては認めないというのが徹底し

ています。そういう意味では、アートという非常に共有しやすい

ものです。例えば、中国の最高指導者であった胡錦濤が最初

に参加したサミットのあと、私の知り合いの大学の先生を呼び、

いま一番中国で有名な現代アーティストは誰かと聞かれ、その

人のレクチャーを 6 時間、3 日間させたというのです。サミット

の帰りにそのことを聞かれて返答できなかったので、自ら学ん

だということです。フランスのマクロン大統領も、日本に来るとき

は現代アーティストや建築家など一緒に 2 人くらい連れてきて

会議に参加させるのです。文化外交のやり方が、非常に明快

です。 

 

阿部 ありがとうございました。冨澤さん、世界のリーダーは動

物園に行かなければならないというような本はありますか。 

 

冨澤 ありません。 

 

阿部 なければ冨澤さん。もしかしたら動物園に行かなければ

いけない、リーダーや市長には来てほしいというようなことはあ

りますか。一般の人にでもいいですが。 

冨澤 リーダーや市長だけではなく、全ての方々に来て頂け

ればと思いますが、確かにリーダーの方々は重責があり、大き

な決断をされなければいけない時にはどうしてもいろいろな可

能性を考える必要があります。それが煮詰まってしまった時に

は、是非動物園を使っていただければと思います。私も毎月

複数のイベントポスターを作らないといけないのですが、どうし

てもアイディアが思いつかない時に、ナマケモノに会いに行っ

たりします。ナマケモノがアイディアをくれるわけではないので

すが、ぼーっと見ていると、たまに思いついたりすることがあり

ます。 

 また、楽しい時にも、もちろん動物園を利用して頂ければと

思います。デートにも、ばっちりです。なぜなら、お相手の本

質が見えるからです。お相手の方の動物に対する発言が、も

しかしたら数ヶ月後には、あなたに対する発言になるかもしれ

ません。もちろんご家族でも、お友達でも、おひとりでも、動物

園はいかようにも楽しめます。十人十色の楽しみ方があると思

うので、リーダーの方に限らず、会社員の方でもどなたでも利

用して頂ければと思います。 

 

小紫 おっしゃるとおりです。先ほどは、後ろに誰もいない、答

えがない問いを決断しなければいけないということで、敢えて

言いました。リーダーシップは、社長や市長だけでなく全ての

市民、全ての職員もそうですが、持っておられるはずで、そう

いう意味では同じことかもしれません。全ての人はアートを学

ばなければいけないし、動物園にも行って、いろいろな経験を

することが大切です。市役所の建物の中でずっといると美意

識が磨けないので、やはり現場に足を運ぶということですかね。

私も土日だけでなく平日も現場に行って高齢者やいろいろな

方の話を聞くようにしていますが、介護よりも移動支援を不安

に思うシニアが増えてきた節目に肌感覚で気付けたのも、そう

いうところへ行っていたからです。子育て世帯がいま一番悩ん

でいることとして保育園よりも多く出てきていることが何か皆さ

んご存じですか。実は圧倒的に発達障害です。情報が氾濫し

ており、やはり現場に行かないと分からないところがあります。

そういうことも含めて、自分自身いろいろ学んで判断力を付け

ないといけないと思いますし、それは市長に限ったことではな

いというのは、そのとおりだと思います。 
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阿部 ありがとうございました。小紫さん、うちの所長は山極壽

一というゴリラの研究者ですが、山極がリーダーシップはゴリラ

に学べと常に言っています。ぜひ今度、対談でもしたらいいと

思いますね。ゴリラから学ぶリーダーシップというタイトルで。 

 さて、もう 1回冨澤さんに聞きましょう。冨澤さん、大牟田市動

物園では確か美術館というか図書館がありますね。 

 

冨澤 はい。絵本美術館があります。 

 

阿部 絵本美術館。動物園と美術、あるいは絵本ということで

すが、それをどういうかたちで利用しているのか説明いただけ

ますか。 

 

冨澤 絵本美術館については、大牟田市出身の絵本作家、

内田麟太郎さんの作品に、動物に纏わる話が多いことから、

その原画を展示、収蔵したりする他、いろいろな企画展も行わ

れています。 

 美術館さんとのつながりとしましては、実は私、九州大学で

教鞭（きょうべん）を執っておりまして、その時に福岡市美術館

さんとコラボをして授業をさせて頂いたり、福岡市美術館に鳥

獣戯画が来た時には、美術館のキュレーターの方と一緒に鳥

獣戯画のライブ配信をやったりしたこともあります。それから、

2024 年は辰年ですよね。辰は伝説上の動物なので動物園に

はもちろんいないのですが、美術館の総館長をライブ配信に

お招きして、芸術の中の辰とはいったいどのような動物なのか、

天に昇って玉を取ってくるなど、面白いお話をいろいろとお聞

かせ頂きました。動物自体が芸術の中で表現されていることが

多い他、動物自体の様式美、行動の美しさという部分でも、芸

術とつながる部分は非常に多いと思います。これからも美術館

さんとのコラボが沢山できればいいなと思っています。 

 

阿部 長谷川さん、動物園はどうですか。なかなか動物、生き

物と美術館は、美術館の側からいいますと、管理運営の立場

から難しかったかもしれませんが。 

 

長谷川 そうですね。動物に来ていただくことは難しいのです

が、こちらからアーティストが出かけていって、何かをすること

はできると思います。冨澤さんもご存知だったのですが、タイ

のコラートという場所に大きな動物園があります。やはりバンコ

クでは環境が悪過ぎたので、そこにいた動物たちがみんな引

っ越してきて、非常に伸び伸びと動物たちがいるところでした。

タイのビエンナーレでやらせていただいたのですが、そこで何

をやったかというと、建築家が大きなタワーを造ったのです。

孔雀（くじゃく）などがそこらで放し飼いされているのですが、タ

ワーの一番下にはお米を置いて餌場を作ります。そしていくつ

かの高さで段々を作り、そこに窓を作ってその窓のいくつかに

橋をかけて人間が渡れるようにして、動物たちが食事をしてい

る様子を上から見られるようになっています。違うところの上の

段には、鳥たちがきて餌を食べるようにしています。つまりそこ

では、下に動物たちがやってきてものを食べ、人間たちはそ

れを眺めたり、鳥たちがその上にやってきて食べたりなど、そ

のような人間と動物、鳥が一体となるような装置を作っており、

それはすごく素敵でした。 

 したがって、やはり一緒にいられる意識といいますか、どうい

うふうに暮らしているか、生体が等身大のところで見られるよう

にする場をつくることは、とても大切かなと思っています。実は、

小紫市長のプレゼンテーションでとても感動したことがあって、

一つお話をしたかったのですが、いま岡山で開催している森

の芸術祭の会場の一つである奈義町をご存じですか。奈義町

は 2 年前の 1 世帯あたり平均出生率が 2.9 人、ほぼ 3 人で、

前首相が見学に来られて調査していかれたということです。児

童園、こども園ができていて、以前からある児童園もあり、奈義

町の良いところはみんなが子どもの面倒を見る習慣ができて

いることです。都会で子育てに自信がなくなったお母さんたち

がこちらで来てみたら、子どもはそういうふうにしておけばいい、

野放しにしておけばいいと言われ、その人たちの様子を見て

いると安心するというのです。そういうストーリーを、子どもたち

や外からやってきた人たちを含めて 50人くらいにインタビュー

したものを、アーティストが「IKI NO KOE」というタイトルのビデ

オにして作ったのです。そのビデオを奈義町長が感動され、

いまそこで展示しています。奈義町の人口 5000 人で、みんな

5000 人がちょうどいい規模だといいますが、見ていてそう感じ

ました。規模が大きければいいというものではなく、それぞれ

のところで一種のクラスターやグループをつくり、みんなが見る

ことができる規模として 5000人がちょうどいいかなという感じが

しました。 
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 その評判があってまた児童園が新しく二つでき、外から移住

してくる方が増えているとのことです。そういう規模の問題と、

お互いがお互いをケアするコミュニケーションのあり方、デザイ

ンのようなもの。そのポイントとしてお話したかったこととして、

1992 年に磯崎さんが、Nagi MOCA という美術館を奈義町へ

つくられたことです。5000 人の小さな自治体へそのような現代

美術館がいきなりできて、3 人のアーティストのユニークな作品

がそこに展示してあるのです。しかし町の皆さんの何人かが、

あの美術館が、始まりだったとおっしゃったのです。 

 私はそれがすごく印象的で、そういう児童園の仕組みと、そ

れから奈義町の美術館にやってくる人たちの、ある意味での

一つのコンボができている、いわゆるマリアージュです。そうい

う意味での一つの文化的な共通の場ができたという感じです。

そういうことに加え、命を育む場所と、文化について話せる場

所です。森の芸術祭を初めてやったのですが、みんながすご

くエキサイトしているのは、自分が知っている場所、洞窟の話、

自分の知っている歴史の話を、人が来た時にできるというのが

すごいのです。そういうボランタリーの方たちの、シビックプライ

ドです。首長が一生懸命美術館をつくられるのはシビックプラ

イドだと聞きますが、自分たちの物語が言えるということは非常

に大きなことで、やはりそれは、先ほどの本箱を作るところでお

じさんがやってくれるということ、では昔の話を聞かせてくださ

い、ここの話を聞かせてください、私はここにいますという、そ

れは非常に大きいことです。本当に素晴らしいと思いました。 

 

阿部 市長、宿題が。 

 

小紫 いえいえ、大変光栄でありがとうございます。本当にみ

んなに役割があると偉そうに言いましたが、それは私が発見し

たというよりも、やはりアーティストの方に教えていただいたもの

です。プロのミュージシャンでかつデザイナーでもある彼が、

友人と 3人の方で生駒市の「まほうのだがしやチロル堂」という

ところを立ち上げ、2年前のグッドデザイン大賞、5000いくつあ

るうちの第 1位を取りました。 

 もちろん竹細工があったり、見ていてアートだなという評価も

あるのですが、何がグッドデザインだったかというと、まったく福

祉の匂いがしないただの駄菓子屋に見えるところです。その

アートの人が、大人がお昼ごはんを食べ夜は飲み会をして、

その代金の一部を子どもたちにおごると言うと見え方がよくな

いので、チロルという言い方をして、子どもが 100円でもカレー

が食べられるようにしたのです。それでチロル堂なのです。経

済的に問題がない子も、本当に困っている子も、100 円でカレ

ーが食べられます。それは、大人がおごっているからという仕

組みです。ただそれだけだとグッドデザイン大賞は取れなかっ

たと思います。本当にアートやデザインの観点、コミュニティデ

ザインのような意味かもしれませんが、そのアーティストの方が、

福祉の匂いがまったくしない駄菓子屋を頑張ってつくってい

ただきました。 

 奈義町についてもすごい場所だとニュースや報道などメディ

アで出ていて知ってはいたのですが、政策がいいのか、お金

の補助が手厚いのかと思ったりしていました。しかしいま長谷

川先生の話を聞いて、アートから始まった、美術館から始まっ

たというのはすごいなと思いました。やはりそういう町のデザイ

ンや、アーティッド的なものがあるというところで、奈義町のこと

をもう一度しっかり調べたいと思いました。ありがとうございます。 

 

阿部 市長、動物園はどうですか。 

  

小紫 私、動物園大好きです。水族館のほうが好きというのは

あるのですが。子ども連れてよく行きます。（笑） 

 

阿部 冨澤さん、動物園はなかなか簡単にできないと思いま

すが、いま福祉の話も出ましたが、動物園や生き物といろいろ

なかたちで関われることもあるのではないかと思いますがどう

でしょうか。 

 

冨澤 そうですね。やはり動物を移動することによる、動物へ

のストレスを考慮せねばならないことから、当園ではそういった

ことはしておりません。私どもには「どうぶつえん ひとりじめ」と

いうプロジェクトがあります。動物園に行けない入院されている

お子さんや、小さなお子さんがいらっしゃるご家庭でなかなか

お出かけが難しい方など、動物園に行くことが少々難しい方

に動物園を Zoomで楽しんで頂くというものです。 

 最初にご覧になられたい動物を伺っておき、私が一緒にお

話をしながらその動物を映します。ナマケモノを延々見たい方

や、レッサーパンダをずっと見たい方など、いろいろなご要望
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があります。そういったオンラインを介した動物園の可能性は、

まだまだこれから広がっていくのではないかと思います。特に

私どものような地方の小さな動物園には、活路を見出す方法

のひとつなのではと思っています。 

 

阿部 ありがとうございました。どうですか、御三方からそれぞ

れほかの方の発表を聞かれて、是非これは聞いておきたいと

いうことがあれば、お話いただきたいと思います。それでは小

紫市長、お願いします。 

 

小紫 そうですね。動物園の話もアートの話もそうですが、先

ほど阿部先生も話されていたのですが、行政は本当に課題解

決をしたがるのです。課題解決ばかり言っていると全く人が集

まりません。たまたま高齢者の暴走老人の話から始まったので、

歩いて行けるというところで「まちのえき」と言いましたが、動物

園はとてもいい場所なのです。 

 つまり人が集まる場所をいかにつくるか、デザインするかとい

うこと、あまりそういうものもつくることに力を入れるのではなく、

なんとなく自然とそうなるのが一番いいのですが、動物園はや

はり人が集まる場所ですよね。行政組織でいうと、市役所に人

は喜んで来ませんのであまり人は集まりませんが、先ほどの図

書館はどちらかというとポジティブなイメージでみんなが自然

に集まってきます。そういう場所ができると、そこへ事業者さん

がビジネスで集まってきたり、行政がその集まった人と何かや

ろうと集まってくるので、そういうようなことがとても大切だと思い

ます。 

 そういうわくわくする場所、人が集まって何か生まれるような

場所をたくさん地域につくるのが、行政の一つの役割だと私は

思っています。そうすれば、自分も何かやろうという、行政では

なく市民自らが何かやりたい、この場所でこんなことをやって

みたいとなります。先ほどお話ししましたが、図書館のワークシ

ョップをすると、夜の図書館でビールが飲みたいと言い出した

人がいて、背徳感の中で飲むビールは最高にうまいなど言わ

れ、普段本を読まない人がビール目当てに図書館へ来て、そ

の人が図書館に通うようになったという話なども聞きます。そう

いう新しいきっかけ、楽しい場所、普段と少し違う非日常をどう

つくっていくかということが、我々にとって大切です。魅力創造

という言い方もできます。 

 その中で、逆にアートや動物の切り口で、いまのような文脈

でこんな場所があったらいい、こんな機会や場があったら面白

い場所ができるのではといったことを、すでに少しお答えいた

だいた気もしますが、教えていただければありがたいと思いま

す。これは質問というか私からのお願いになります。 

 

阿部 小紫さんがおっしゃった人が集まる楽しい場所、美術館

も動物園もまさにそういった場所ですね。わくわくするような場

所です。 

 

小紫 我々が町づくりや地域づくりと言って集まる場所にして

も、アート側にとっても何か面白いということでないと駄目だと

思います。そういう意味で、アート、動物園のほうでも歓迎する、

お互い楽しい場所がどういうふうにできるかなというふうに思い

ながら聞いていました。何か教えていただければ、ありがたい

です。 

 

阿部 それでは冨澤さん、長谷川さんの順でお答えいただくこ

とにしましょうか。1 人で決断を迫られ悩んでいる市長さんへ、

それぞれの立場からアドバイスもしくは、こんなことはどうでしょ

うかというサジェスチョンでも。 

 

冨澤 そうですね、先ほど市長が発達障害のお子さんのお話

をされました。動物園は生涯教育施設だと先程申し上げまし

たが、この生涯教育というのは誰の生涯なのかを考える必要

があると思います。健常者の方をターゲットとして考えてしまい

がちです。そこで私どもは、例えば「手話でどうぶつえん」とい

う YouTubeのライブ配信をするなど、目の見えない方、耳の聞

こえない方にも楽しんで頂ける動物園を目指しています。 

 もちろん健常者の方においても、いろいろな年齢層の方に

お越し頂いております。ただ、障がいというのは周囲の環境が

つくっているものであると考えると、必ずしもその人個人のもの

ではないのかもしれません。そこで私たちの動物園は、障がい

をお持ちの方が、ご自身の障がいを感じないような動物園を

目指していきたいと思っています。もちろんこれは、発達障害

のお子さんにも当てはまります。 

 私どもの動物園は、出口と入口が一緒です。必ず同じ道を

行って帰ってくることになっていますので、迷子になりにくい環
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境です。また園内には車が入りませんので、交通事故が起こり

ません。園内で迷子になられた時には、園内放送をかけ、全

職員が探します。これまで迷子の方が見つからなかったことは

ありません。どのような方でも、さまざまな目的で安心して楽し

んで頂ける動物園を目指しています。このような施設を作って

いくといいうということが、ご参考になりましたら幸いに存じます。 

 

小紫 ありがとうございました。大変示唆に富む深い話で、さら

に少し質問をさせていただきたいと思います。いわゆる健常者

でない子たちに役割があったり、先ほどの高齢者も同様で守

ってあげなくてはいけないと言った瞬間に来なくなってしまうの

で、子どもたちが活躍できたり、逆に大人に教えたり、おじいち

ゃんの力になったり、例えば障害のある方が逆に何か役割を

持ったりするような場所が、動物園ではなくてもいいですが、

何か市内の公共施設などでできたらいいなと思います。 

 いま、先生が子どもに教えるだけというのは駄目だ。子どもが

教えあったりする機会をどうつくるかということをやっています。

学校という場所だけではなく、だいたい子どもが親に教えると

いうと、デジタルや、あとはメダカ博士やつばめ博士が生駒に

もいますが、動物との関係でいうと、いわゆる弱者、守ってあ

げなくてはいけないと思っていた人が、実は自分よりも詳しい

博士だったというようなこともあり、そういう切り口で、動物という

のはとても面白い可能性があるなと個人的には思ったりします。 

 もちろんいまお話があったようなユニバーサルということも必

要です。ただ逆に、健常者といわれる人に、障がいがある人が

教えるというようなことは、とても面白いなと思います。子どもが

教える、シニアの人がいろいろなことを頑張る、活躍するのは

とても面白い、そんなことばかり普段考えています。動物という

切り口は、とても面白いなと思います。ありがとうございます。 

 

冨澤 一つだけ付け加えさせていただきます。私も教育活動

には非常に関わりがあるのですが、私たちの動物園における

教育活動では、教えないように気を付けています。私たちが教

えるというものではなく、むしろ参加者の方に、私たちのほうが

教わることが非常に多いのです。私たちが気付かない、あるい

は知っていたはずなのに、見失っていた部分を教えて頂ける

貴重な機会です。そういった教育、そして科学的な興味の充

足というところが、動物園では大切なのではと思います。 

 

阿部 はい。それでは長谷川さん。もうすでにいろいろ指摘と

いうかご意見を頂いているのですが、なおかつさらにもう一言

というのがあればお願いします。 

 

長谷川 私、金沢へ 1999年に初めて行ったのですが、その時

に山出市長に、強い市民をつくってくれと言われたのです。強

い市民という意味はなんだろうとずっと考えてきました。もともと

伝統があり工芸でいろいろ作っている人も多く、そこへ世界中

の一番新しい情報や、やり方、方法などを情報として取り入れ

て、みんながそれをグローバルに共有することでより強いリアク

ションを得て、より生産性を高めていくことではないかと思いま

す。創造性や生産性を高めることは、私は非常に大事だと思

います。いまは受け身的な話が結構多いと思っていて、そうで

はなく本当に生産力を高めていかなければこの国の将来が心

配で、これからやってくる子どもたちのことを本当に考えなけれ

ばいけないと思います。 

 そこでやはり、先ほど小紫市長がおっしゃっていて私が気に

なったのは、公園があまり使われていないことをす話されてい

たのですが、実はあまり使われていないと思っている場所がす

ごく大事で、私が妹島さんという建築家の方とお話した時に、

公園のような美術館を目指しましょうと言ったのです。それはど

うしてかというと、公園ではそれぞれが違うことをしているでは

ないですか。縄跳びをしている子がいれば、お弁当を食べて

いる人、読書をしている人もいます。しかしみんながそこにいる

ことは、なんとなく分かっています。そのような場の力というか、

そこにいたら安心だな、そこで刺激的なことをやっているなと

感じることは、すごく大事かなと思っています。つまりはダイバ

ーシティ、それぞれの人たちのある意味で個性や強さを生か

しながら、どうやってそれを共感できる場所をつくっていくかと

いうやり方も大事かなと思いました。 

 小紫市長のお話しで、みんなが集まって何かをするというこ

と、イベント的なあるいは具体的な用件があるということは非常

に分かりやすく大事なことですが、そうではなく本当の創造性

やレジリエンスというのは、一人一人が放っておかれたときに

何を実際にやっていけるのかという力も必要かなと思います。

自閉症のお子さんがいれば、それを無理やりみんなと一緒に

させるのではなく、その子が何を自分で見いだせるのかという
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ところを助けていくやり方も大事なのかなと思います。積極的

に何かに関与させるということではなく、もっと別のやり方が実

はあるのではないかなと私は思ったりしています。 

 そこにオンラインであったりゲームであったり、そういうことも

使いながら、相対的な関係性を持った場所をつくっていくとい

うことも、一つあるのかなと思います。そのようにして強い市民

をつくるというテーマへは、おそらくいろいろな解があると思い

ます。それに関して美術というのは、あくまでもそれぞれの人

の主体をいかに尊重するかということが大事なポイントでもある

ので、そういうことをまた新しい議論として考えていただけると

いいかなと思ったりもしました。 

 あとはインタースピーシーズの会話ということで、動物は冨澤

さんのご専門なのですが、先ほどマンクーゾ先生が叫んでい

らしたように、植物とも話をしなければいけないというのがあり

ます。やはりそれをおろそかにしていたので、人間はこれだけ

いろいろな意味で、環境に対して人新世という非常に危険な

状態に持ってきてしまったということ、人間中心主義の行き過

ぎが問題になってきているということは、みんな言っています。

それでは、ほかのものとどうやって話せばいいのかとなると、話

ではなくいろいろなやり方があります。つまり、レッサーパンダ

にはレッサーパンダに対してどのように関わればいいかにつ

いてレッサーパンダの視点に立って考えることも大事ですが、

レッサーパンダにも私たちのことを考えてほしいということでも

あると思います。 

 ですから、相手に対しての「あげる」というのではなく相互性

はすごく大事で、そのバランスは「めちゃくちゃ」大事だと思い

ます。小紫市長が何度も「めちゃくちゃ」とおっしゃるので、私

も「めちゃくちゃ」と言ってしまいますが、それにはすごいポテ

ンシャルが、こちらの一つの提案やモデルなどの観察のイン

パクトとして「めちゃくちゃ」というのはすごく大事な言葉だと思

っているので、そういうことも本当にエネルギーを頂いた今日

のディスカッションだったと思います。まとまらなかったですね。 

 

阿部 まとめていただき、ありがとうございます。最後に御三方

からメッセージをと思っていたのですが、もう時間になりました。

それにもう十分メッセージは頂いたのではないかと思います。

楽しい場、実はわくわくしながら語れるそういったことが環境問

題だということで、今日御三方をお迎えして、そのことが実践

できたのではないかなと思います。その御三方に感謝申し上

げて、パネルディスカッションを終わりたいと思います。どうもあ

りがとうございました。 

 

（終了） 


